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伊
賀
市
出
身
で
日
本
を
代
表
す
る
現
代
美
術
作
家
の

元
永
定
正
氏
が
去
る
10
月
３
日
亡
く
な
っ
た
。
氏
は
ど

こ
へ
行
っ
て
も
「
生
ま
れ
は
伊
賀
上
野
や
ね
ん
。」
と
、

さ
も
自
慢
げ
に
話
し
た
と
聞
く
。
伊
賀
市
文
化
会
館
の

緞
帳
や
、
伊
賀
白
鳳
高
校
の
校
章
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を

手
が
け
、
今
年
市
政
功
労
賞
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
矢
先

の
訃
報
で
あ
っ
た
。

　
奇
し
く
も
一
年
前
の
同
じ
日
に
親
交
が
あ
っ
た
榊
莫

山
氏
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
二
人
は
盟
友
と
も
言
う
べ

き
間
柄
で
、
書
と
画
と
世
界
は
違
っ
て
い
て
も
お
互
い

を
認
め
合
っ
て
い
た
。

　
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
が
は
び
こ
り
、
封
建
が
支
配
す
る
現

実
の
中
で
両
氏
と
も
、
枠
を
越
え
、
敢
然
と
新
し
い
も

の
へ
の
挑
戦
を
試
み
、
独
自
の
作
風
を
築
き
上
げ
て
来

た
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
松
尾
芭
蕉
翁
が
当
時
の
談
林
俳

諧
に
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
、
こ
と
ば
遊
び
を
芸
術
の

世
界
ま
で
高
め
、
独
自
の
蕉
風
体
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

と
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
、
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
い
ま
に
も
動
き

出
し
そ
う
な
無
邪
気
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
「
カ
タ
チ
」
と

い
ろ
ん
な「
イ
ロ
」が
、そ
の
美
し
さ
そ
の
ま
ま
に
自
由

濶
達
に
展
開
さ
れ
た
鮮
や
か
で
明
る
い
元
永
さ
ん
の
作

品
は
、
見
て
い
る
者
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
た
。

　
難
解
で
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
抽
象
画
の
世
界
を
一
変
さ
せ
、
親
し
み
や
す
い
、
理

屈
抜
き
で
元
気
が
も
ら
え
る
作
品
を
世
に
残
し
た
元
永

さ
ん
は
永
遠
に
伊
賀
の
宝
で
あ
る
。

（
広
報
事
業
委
員

　池
澤
基
善
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開場13：30　開演14：00

2/25土

青山ホール

一　般　　1,200円
中学生以下 600円
（全席自由）

ふるさと会館いが

開場13：00　開演13：30
一　般　　1,000円
高校生以下 500円
（全席自由）

第１２回
能楽鑑賞会

好　
評

発売
中2/26日

青山こどもミュージカル
オリジナルミュージカル「DICE」

好　
評

発売
中好　
評

発売
中

青山ホール

開場13：00　開演13：30
一　般　　1,000円
（全席自由）

伊賀市文化会館

開場17：30　開演18：00
一　般　　4,000円
（全席指定）

2/5日　　

第 22回
青山推薦コンサート

あやま文化センター

開場17：30　開演18：00
一　般　　　500円
（全席自由）

ワンコインコンサート
情熱のアルゼンチン・タンゴ
タンゴユニット“Sincopa”シンコパ
～４つの楽器が奏でる華麗なシンコペーションの響き～

ワンコインコンサート
声明×尺八×ピアノの調べ

12/23 1/29日 好　
評

発売
中好　

評

発売
中

あやま文化センター

開場14：30　開演15：00
一　般　　　500円
（全席自由）
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評

発売
中

が～まるちょば
サイレントコメディー
in 伊賀

伊賀市文化会館

開場13：00　開演13：30
一　般　　1,000円
高校生以下 500円
（当日各300円増）
（全席自由）

子ども太鼓フェスティバル
 in 伊賀

12/17土 好　
評

発売
中

1/8
発　
売
日

伊賀市文化会館の緞帳「じかんくうかんいろはにほへと」

〜 

追
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定
正 

画
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〜
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中
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『Step by Step』

　伊賀の地を離れ30年。アジアの時代などと言われて久し
いが、振り返れば私の人生もアジアに惹き寄せられてきた。
　81年、大学は英文科入学。米英留学も夢見たがインドネ
シアとの交流に没頭、中部ジャワの大学に遊学した。近年同
国の経済発展は著しくBRICSに続くと言われる。しかし当
時はスハルト開発独裁の時代であり、秘密警察が治安維持を
名目に反社会勢力を暗殺するようなことがまかり通っていた。
　学生最後の夏休みに米国短期留学と国民党政府招待の台湾
研修をいずれも無償でお誘い頂いた。なぜか結局台湾を選択。
まだ蒋介石の子・蒋経国総統の下で反共を標榜していた時代、
電子産業も電卓の下請けが主要なものだったが、その後
EMSという受託製造業を中心に急速に世界のIT工場として
名を馳せて後、中国本土への投資も解禁されて久しい。

　大学卒業後、米国の会社に就職。テキサスの本社と東京勤
務を合わせ10年。ここでもアジア人スタッフと近しく仕事
をした。その後飛び込んだベンチャー企業では訪台50回。
そして’01年、成長著しい韓国企業にお招き頂き10年になる。
　経済の停滞、震災、原発事故、少子高齢化と悲観的な話題
に事欠かない。それでも日本はアジアの中で圧倒的に魅力的
な国だ。その証拠に、多くのアジア人が日本に住みたくて仕
方がない。
　日本の魅力を支える根幹は、日本独自の長い封建制度下で
育まれた文化の豊かさと奥行きだと思う。伊賀にも独自の美
味し米、酒、肉、漬け物、菓子があり、美しき組紐と焼き物
がある。芭蕉さんの俳句がある。崇廣堂があった。忍者もいた。
天神祭もある。それらが文化を織りなし、社会を形成し、そ
の上で経済も動いている。隣国でわずか十万人の町が、こん
な豊かな地方文化を有する例を私は知らない。
　私は、アジアの成長を取り込んでこそ、日本も伊賀もその
将来は明るいものになると信じている。アジアも日本を必要
としている。観光客の誘致や、食や工芸品の輸出を含めた文
化の発信は、できることがたくさんあるように思える。豊か
な伊賀の文化は、何よりも守らなければならないとも思う。
　東京にいて偉そうなことを言っても今の私にできることの
答えはない。ただ震災の今年、そんな伊賀への熱き想いを強
くして、上高の同期会を実に三度も持ったのではあった。

（日本サムスン株式会社 勤務）

「アジアの時代と伊賀の魅力」
　宮田　隆

伊賀市立府中小学校５年　中野朝馨
あさ  か

　私の夢。それは、人に感動を与えられるような舞踊家になること

です。先日、その第一歩を踏み出すことが出来ました。大阪国立文

楽劇場で行われた日本舞踊のジュニアコンテストで、最優秀賞にあ

たる大阪府知事賞を受賞しました。伊賀と大阪の御師匠様方をはじめ、

惜しみない協力をしてくれた家族のお陰だと感謝しています。

　次のステップは、「連獅子」を御師匠様と躍らせて頂くことです。

数年前、御師匠様方お二人が踊られている連獅子の力強さと迫力に

非常に感激しました。そして、初めて自分から「是非教えて頂きたい」

とお願いしました。今はまだ猫のような獅子ですが、立派な獅子が

踊れるよう御稽古を重ねています。完成した際は、いつもお世話に

なっている伊賀地域の皆さんにご覧になって頂けるよう施設等を訪

問させて頂きたいです。そして、御師匠様の夢である「伊賀から日

本舞踊の発信」をいっしょにしていきたいです。

　来る2012年１月28日（土）に伊賀市文化会館にて開
催される「が～まるちょば　サイレントコメディー in 伊
賀」日本で、海外で活躍中のコンビが伊賀に登場です。公
演に先立ち、お話をうかがいました。

【が～まるちょば・プロフィール】
　ケッチ!(赤いモヒカン)とHIRO-PON(黄色いモヒカン)に
よる1999年に結成したサイレントコメディー・デュオ。世
界28カ国200以上のフェスティバルに招待され、現在も1年
の約半分は海外公演ツアーを行う。
　日本国内においても、フェスティバルや劇場公演のほか、
イベントやTV、CMなどでのパフォーマンスは、年齢を問
わず大好評を博している。
　Newsweek日本版「世界が尊敬する日本人１００」に選出
される。
　2010年、言葉を一切使わない役者集団『が～まるちょば
プロジェクト』を旗揚げ。

Ｑ．一度聞いたら忘れないユニット名の由来をお聞かせくださ
い。
Ａ．結成前に、お互いにソロでドイツの国際マイムフェスティ
バルに招待されました。そこで、グルジアの子供達に出会い、
交流したかったのですが、僕らはグルジア語はわからないし、
相手は子供なので英語はわからないしで、やっと聞き出した
のが、グルジア語の「こんにちは」は「ガーマルチョバ」と言
うことでした。それ以降すべての会話を「ガーマルチョバ」
の一言で済ませ、うーん、言葉なんてなくても通じ合えたな、

という思い出ができました。帰国後、結成することになり、
響きもよかったので「が～まるちょば」にしました。
Ｑ．パントマイム＝ひとりのイメージが強かったのですが、
お２人でされることのポイントってどんなところでしょう
か？
Ａ．１+１が、３にも４にもなる所は、いい点ですね。
Ｑ．１月の公演、伊賀の皆さんも楽しみにしています。ステー
ジの見どころと抱負をお聞かせ下さい。
Ａ．５年ぶりの長編新作！２人で何役もこなします。想像力
をフル回転してお楽しみください！ニンニン！

（広報事業委員　下猶茂樹）

来る2月5日（日）青山ホールにて「第22回　青山推薦コ
ンサート」が開催されます。伊賀から出演される小学生
の小池悠貴さん・上本壮真さん・西谷真規士さんの３名
にお話を伺いました。

Ｑ．何歳からピアノを習ってるのですか？
Ａ．5歳からです。いとこのお姉ちゃんの
ピアノの発表会をみて習いたいと思いまし
た。
Ｑ．学校の音楽の時間とピアノを弾く時間、
どちらが好きですか？
Ａ．ピアノを弾く時間です。新しい曲に挑
戦するのが大好きです。
Ｑ．練習で一番きびしいのは先生ですか？

お家の方ですか？
Ａ．先生もママもきびしくないです。どっちか！と言うとマ
マです。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．一番得意な曲はショスタコヴィチの「アクロバット」です。
コンサートでは、リャードフの「音楽の玉手箱」・ハチャトゥ
リャンの「エチュード」・ショパンの「ワルツ  イ短調」と「ポ
ロネーズ  ト短調」を弾きます。

Ｑ．一日何時間くらい練習しますか？
Ａ．コンクール前は、一日2時間は練習し
ています。
Ｑ．コンクールで素晴しい成績を残されて
いますが、本番で緊張しませんか？
Ａ．本番は、とても緊張します。
Ｑ．運動も沢山すると思いますが、指を怪

我しないように気をつけていますか？
Ａ．何も気にせずに、スポーツをしたり、遊んだりしています。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．テンポの速い曲がとても好きです。今回のコンサートでは、
ショパンの「告別のワルツ」を演奏します。ゆっくりとした
テンポの曲なので苦手ですが、いい曲なのでコンサートでは、
自分らしく演奏できるようにがんばります。


Ｑ．沢山の賞をとってますが、ピアノをやっ
ていて良かった事は何ですか？
Ａ．努力して賞をもらい、自信がついたこ
とと、学校や家で、自分の弾きたい曲を楽
譜を見て弾けることです。
Ｑ．１曲仕上げるのに何日くらいかかるの
ですか？
Ａ．普通に弾けるようになるには、１～２ヶ
月くらいかかりますが、コンクールで上手

く弾けるようになるには、４～５ヶ月くらいかかります。
Ｑ．大きくなって海外で勉強される方々もおられますが、将
来ピアノとどんなふうにかかわっていきたいですか？
Ａ．今は将来のことはわかりませんが、ピアノをやっていて
何か役に立つことが必ずあると思うので、その時に考えたい
と思います。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．イベールの「物語」という組曲が得意です。今回演奏す
る曲はプロコフィエフの「束の間の幻影」という曲です。

　当日楽しみにしています。ありがとうございました。
（広報事業委員　南出ゆかり）

が～まるちょばさん

小池悠貴さん・上本壮真さん・西谷真規士さん
こ　いけ　ゆう  き うえ  もと  そう　ま　 にし  たに　ま　 き　  と

上野東小学校  2年
小池悠貴さん

友生小学校  6年
西谷真規士さん

友生小学校  ４年
上本壮真さん
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くして、上高の同期会を実に三度も持ったのではあった。
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「アジアの時代と伊賀の魅力」
　宮田　隆

伊賀市立府中小学校５年　中野朝馨
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　私の夢。それは、人に感動を与えられるような舞踊家になること

です。先日、その第一歩を踏み出すことが出来ました。大阪国立文

楽劇場で行われた日本舞踊のジュニアコンテストで、最優秀賞にあ

たる大阪府知事賞を受賞しました。伊賀と大阪の御師匠様方をはじめ、

惜しみない協力をしてくれた家族のお陰だと感謝しています。

　次のステップは、「連獅子」を御師匠様と躍らせて頂くことです。

数年前、御師匠様方お二人が踊られている連獅子の力強さと迫力に

非常に感激しました。そして、初めて自分から「是非教えて頂きたい」

とお願いしました。今はまだ猫のような獅子ですが、立派な獅子が

踊れるよう御稽古を重ねています。完成した際は、いつもお世話に

なっている伊賀地域の皆さんにご覧になって頂けるよう施設等を訪

問させて頂きたいです。そして、御師匠様の夢である「伊賀から日

本舞踊の発信」をいっしょにしていきたいです。

　来る2012年１月28日（土）に伊賀市文化会館にて開
催される「が～まるちょば　サイレントコメディー in 伊
賀」日本で、海外で活躍中のコンビが伊賀に登場です。公
演に先立ち、お話をうかがいました。

【が～まるちょば・プロフィール】
　ケッチ!(赤いモヒカン)とHIRO-PON(黄色いモヒカン)に
よる1999年に結成したサイレントコメディー・デュオ。世
界28カ国200以上のフェスティバルに招待され、現在も1年
の約半分は海外公演ツアーを行う。
　日本国内においても、フェスティバルや劇場公演のほか、
イベントやTV、CMなどでのパフォーマンスは、年齢を問
わず大好評を博している。
　Newsweek日本版「世界が尊敬する日本人１００」に選出
される。
　2010年、言葉を一切使わない役者集団『が～まるちょば
プロジェクト』を旗揚げ。

Ｑ．一度聞いたら忘れないユニット名の由来をお聞かせくださ
い。
Ａ．結成前に、お互いにソロでドイツの国際マイムフェスティ
バルに招待されました。そこで、グルジアの子供達に出会い、
交流したかったのですが、僕らはグルジア語はわからないし、
相手は子供なので英語はわからないしで、やっと聞き出した
のが、グルジア語の「こんにちは」は「ガーマルチョバ」と言
うことでした。それ以降すべての会話を「ガーマルチョバ」
の一言で済ませ、うーん、言葉なんてなくても通じ合えたな、

という思い出ができました。帰国後、結成することになり、
響きもよかったので「が～まるちょば」にしました。
Ｑ．パントマイム＝ひとりのイメージが強かったのですが、
お２人でされることのポイントってどんなところでしょう
か？
Ａ．１+１が、３にも４にもなる所は、いい点ですね。
Ｑ．１月の公演、伊賀の皆さんも楽しみにしています。ステー
ジの見どころと抱負をお聞かせ下さい。
Ａ．５年ぶりの長編新作！２人で何役もこなします。想像力
をフル回転してお楽しみください！ニンニン！

（広報事業委員　下猶茂樹）

来る2月5日（日）青山ホールにて「第22回　青山推薦コ
ンサート」が開催されます。伊賀から出演される小学生
の小池悠貴さん・上本壮真さん・西谷真規士さんの３名
にお話を伺いました。

Ｑ．何歳からピアノを習ってるのですか？
Ａ．5歳からです。いとこのお姉ちゃんの
ピアノの発表会をみて習いたいと思いまし
た。
Ｑ．学校の音楽の時間とピアノを弾く時間、
どちらが好きですか？
Ａ．ピアノを弾く時間です。新しい曲に挑
戦するのが大好きです。
Ｑ．練習で一番きびしいのは先生ですか？

お家の方ですか？
Ａ．先生もママもきびしくないです。どっちか！と言うとマ
マです。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．一番得意な曲はショスタコヴィチの「アクロバット」です。
コンサートでは、リャードフの「音楽の玉手箱」・ハチャトゥ
リャンの「エチュード」・ショパンの「ワルツ  イ短調」と「ポ
ロネーズ  ト短調」を弾きます。

Ｑ．一日何時間くらい練習しますか？
Ａ．コンクール前は、一日2時間は練習し
ています。
Ｑ．コンクールで素晴しい成績を残されて
いますが、本番で緊張しませんか？
Ａ．本番は、とても緊張します。
Ｑ．運動も沢山すると思いますが、指を怪

我しないように気をつけていますか？
Ａ．何も気にせずに、スポーツをしたり、遊んだりしています。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．テンポの速い曲がとても好きです。今回のコンサートでは、
ショパンの「告別のワルツ」を演奏します。ゆっくりとした
テンポの曲なので苦手ですが、いい曲なのでコンサートでは、
自分らしく演奏できるようにがんばります。


Ｑ．沢山の賞をとってますが、ピアノをやっ
ていて良かった事は何ですか？
Ａ．努力して賞をもらい、自信がついたこ
とと、学校や家で、自分の弾きたい曲を楽
譜を見て弾けることです。
Ｑ．１曲仕上げるのに何日くらいかかるの
ですか？
Ａ．普通に弾けるようになるには、１～２ヶ
月くらいかかりますが、コンクールで上手

く弾けるようになるには、４～５ヶ月くらいかかります。
Ｑ．大きくなって海外で勉強される方々もおられますが、将
来ピアノとどんなふうにかかわっていきたいですか？
Ａ．今は将来のことはわかりませんが、ピアノをやっていて
何か役に立つことが必ずあると思うので、その時に考えたい
と思います。
Ｑ．一番得意な楽曲は何ですか？また、今回のコンサートで
演奏する曲は？
Ａ．イベールの「物語」という組曲が得意です。今回演奏す
る曲はプロコフィエフの「束の間の幻影」という曲です。

　当日楽しみにしています。ありがとうございました。
（広報事業委員　南出ゆかり）

が～まるちょばさん

小池悠貴さん・上本壮真さん・西谷真規士さん
こ　いけ　ゆう  き うえ  もと  そう　ま　 にし  たに　ま　 き　  と

上野東小学校  2年
小池悠貴さん

友生小学校  6年
西谷真規士さん

友生小学校  ４年
上本壮真さん
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
今
年
６
月
74
才
に
な
っ
た
。
普
通
の
女

性
の
一
生
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
孫
が
高
校

生
か
大
学
生
、
結
婚
出
産
が
早
け
れ
ば
曾

孫
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
年
齢
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
一
般
と
違
う
人
生
を
自
分
で
選

ん
だ
た
め
に
、
他
人
と
は
二
味
も
三
味
も

違
う
日
々
を
送
っ
て
き
た
。

　
二
十
四
時
間
自
由
だ
け
れ
ど
、
時
に
は

ふ
と
寂
し
く
な
る
高
齢
者
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
で
あ
る
。
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い

と
先
の
こ
と
は
考
え
ず
、
と
に
か
く
毎
日

を
悔
い
な
く
、
思
い
残
す
こ
と
な
く
、
元

気
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と
、
今
は
思
っ
て
い
る
。

戻
ら
な
い
過
去
を
あ
れ
こ
れ
詮
索
し
、
あ

の
時
こ
う
す
れ
ば
こ
う
な
っ
た
と
省
み
て

も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
か
ら
。
明
日
を
夢

み
て
も
、
過
去
と
遊
ん
で
い
て
も
、
ま
あ

あ
と
十
年
が
限
界
だ
ろ
う
。

　
と
い
う
次
第
で
、
こ
れ
か
ら
何
か
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　
ま
ず
、
隣
人
に
誘
わ
れ
て
、
女
性
専
用

の
ジ
ム
へ
通
い
出
し
た
の
だ
。
若
い
頃
か

ら
運
動
ら
し
き
も
の
は
何
ひ
と
つ
せ
ず
、

仕
事
柄
机
の
前
に
べ
た
り
と
座
っ
て
動
か

な
か
っ
た
か
ら
足
腰
が
弱
っ
て
い
る
。
姿

勢
も
悪
い
。
階
段
を
ト
ン
ト
ン
と
昇
れ
る

よ
う
に
、
歩
く
と
き
前
の
め
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
身
軽
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
の
だ
。

　
ジ
ム
は
、
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
30
秒
。

そ
し
て
足
踏
み
30
秒
。
い
ろ
ん
な
所
を
き

た
え
る
マ
シ
ー
ン
が
十
数
台
あ
り
、
そ
れ

を
二
周
す
る
。
負
荷
が
強
く
て
動
か
す
の

が
無
理
な
も
の
は
、
敢
え
て
避
け
、
軽
い

体
操
に
す
る
。

　
女
性
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
何
人
か

い
て
、
き
ち
ん
と
教
え
て
く
れ
る
。
マ
シ
ー

ン
が
終
わ
る
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
一
通
り
す

る
。
こ
れ
で
約
30
分
。
女
性
た
ち
は
、
皆
、

優
子
さ
ん
と
名
前
で
呼
ん
で
く
れ
る
。
明

る
く
キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
て
気
持
ち
が
い
い

人
ば
か
り
だ
。
運
動
ぎ
ら
い
な
わ
た
し
も

つ
い
楽
し
く
な
り
、
タ
ク
シ
ー
で
通
っ
て

い
る
。
毎
日
通
っ
て
も
月
に
一
回
し
か
行

か
な
く
て
も
会
費
は
同
額
だ
か
ら
、
行
か

な
け
れ
ば
損
の
よ
う
な
気
に
な
る
。
第
一
、

楽
し
い
の
が
い
い
。
そ
れ
に
、
ま
だ
二
ヶ

月
余
だ
が
、
姿
勢
が
良
く
な
っ
て
き
て
、

ど
て
っ
と
座
ら
な
く
な
っ
た
。
で
き
る
だ

け
時
間
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
通
っ

て
み
よ
う
と
決
め
て
い
る
。

　
次
に
月
二
回
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
行
っ

て
い
る
。
今
更
何
を
や
っ
て
も
、
シ
ワ
や

シ
ミ
が
消
え
、
娘
時
代
の
餅
肌
に
な
る
わ

け
は
な
い
が
、
触
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
一

時
間
余
が
、
何
と
も
い
え
ず
癒
さ
れ
る
の
だ
。

う
と
う
と
と
し
て
、
終
り
ま
し
た
よ
の
声

で
目
が
覚
め
た
り
す
る
。

　
も
う
一
つ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
た
。
前
の
パ
ソ

コ
ン
は
以
前
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
っ

放
し
の
調
度
品
化
し
て
、
も
う
使
い
も
の

に
な
ら
な
い
の
だ
。
ま
だ
、
キ
ー
ボ
ー
ド

を
早
く
扱
え
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

や
り
出
し
た
ば
か
り
だ
が
、
毎
日
30
分
の

ノ
ル
マ
で
一
日
も
早
く
不
自
由
な
く
打
て

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
こ
の
秋
か
ら
急
に

多
忙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
年
間
構
想
を
練
っ
た
作
品
も
、
そ
ろ

そ
ろ
書
い
て
ゆ
き
た
い
し
・
・
・
。

　
新
し
い
年
は
、
今
ま
で
み
た
い
に
テ
レ

ビ
の
番
を
し
た
り
、
猫
と
遊
ん
だ
り
の
暇

が
な
く
な
り
そ
う
だ
。

　
七
十
の
手
習
い
な
ら
ぬ
七
十
半
ば
の
よ

く
ば
り
人
生
。
生
涯
の
終
り
近
く
な
っ
て

の
節
句
働
き
。
ま
さ
に
怠
け
者
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
わ
た
し
の
師
走
は
多
忙
。

く
よ
く
よ
し
た
り
、
病
気
に
な
る
時
間
は

な
い
。
そ
し
て
、
少
し
だ
け
華
や
い
だ
過

去
を
な
つ
か
し
く
思
う
時
間
も
、
む
ろ
ん

な
い
。
来
年
は
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
・
・
・
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
怠
け
者
の
節
句
ば
た
ら
き
」

北
泉
優
子

三重大学　名誉教授　上野隆二
　私は平成16年の国立大学法人化以来、初代所長の前田先生
と伊賀研究拠点立ち上げに色々関係してきた。現在の研究活動
状態、新設の施設を見ると感無量である。益々の発展に期待し
たい。なお、私は食品関連の産学官連携アドバイザーを担当し
ている。
　現在、健康維持をかねて俳句や吹矢を始めた。俳句は、俳聖
松尾芭蕉の生誕の地であり、折に触れその史跡をたずね、その
奥深さを学んでいる。（今、私は廣瀬直人先生主宰の「白露」
に参加している）。また、俳句される方は認知症が少ないと聞
く？
吹矢は最近TV、新聞などマスコミによく取り上げられている。
高齢者の参加が多い。矢を吹くとき、力はいらず、かつ腹式呼

吸法が非常に体によいことに起
因する。財団法人日本スポーツ
吹矢協会には、最高顧問に日野
原重明先生（聖路加国際病院名
誉院長）がおられる。先生は100
歳で ありながら、まだ現役とし
てご活躍中である。先生曰く、
元気になりたければ腹式呼吸を
しなさいと。この言葉で私はす
ぐに吹矢を始めだした。初めて1年半になるが、それなりの効
果を体感している。退職直前から、高血圧、不整脈、六十肩に
悩まされたが、ごく最近はテニスができるほど元気になった。
吹矢は老若男女が楽にできる。高齢化の時代、伊賀市民の皆さ
ん一度吹矢を体験しませんか?
　最後に本年度名古屋の熱田まつり献納俳句大会で神宮賞をい
ただいた１句
　　　　　　若冲の双鶏のかげ新樹光　　　隆二

息速別命（いこはやわけのみこと）の墓

　街道から種生（たなお）に向かう県道を少し入った所

に、整えられた生垣に囲まれた森が見える。その正面左

手には手水鉢、中央に柵門があり、右手に「垂仁天皇皇

子　息速別命墓　宮内庁」の文字が見られる。直径35ｍ

程の円墳で、伊賀では唯一の宮内庁所管の陵墓、息速別

命の墓である。

　息速別命は十一代垂仁（すいにん）天皇の皇子であり、

領地を賜って宮室を築いた。その後、地名にちなんで阿

保の姓を賜ったという。今も通称「阿保親王」と呼ばれ、

お墓は「親王さん」の愛称で崇拝されている。（※本来

は「阿保親王」とは平城天皇の皇子の事である。）

　尚、墓の真偽については、父親の垂仁天皇陵が前方後

円墳であることから、皇子の墓が形や規模がふさわしく

ないという説や、大村神社の主神であることから、神社

周辺の古墳が息速初瀬別命の墓であるという諸説がある

が、どちらも推測の域を出ない。

　いずれにしても、阿保の地で長く敬愛されてきた「親

王さん」である。これからも、守り続けて行きたいもの

だ。　　　　　　　　　　　（広報事業委員　辻村勝則）

　私は、昭和12年４月旧制上野中学校（現上野高校）に

入学し、２年生の時サッカー部に入部した。以来、一筋

にサッカーを続けてきた。

　上中のサッカー部に入部し、思いもよらず、すぐにキー

パーのレギュラーポジションが与えられた。私は、命じ

られたままにキーパーの練習に入ったが、現実は決して

甘くはなかった。先輩の強烈なシュートに向かって、前

に転び、横に跳び、ボールを追い、掴み、セーブする泥

だらけ状態が毎日続いた。そのおかげで、目には見えな

いけれど少しずつ上達したのだろう。怪我は日常のよう

な厳しい練習があったからこそ、キーパーとして県大会

や東海大会の大舞台に出場した時も、気後れせず相手選

手と向かい合い、数多くの試合で頑張ることができた。

しかし、その都度「技術は未熟だ、もっと練習を重ねな

ければいけない」と、自分を奮起させた。

　常に、キーパーというポジションは孤独だと思った。「自

分一人でゴールを守り抜かねばならない、これも自分の

宿命だ、頑張ろう」と思ったことが、たびたびあった。

試合中、ミスプレーでオウンゴールすることもあり、試

合後は、「あの時ああしておけば、やられずにすんだのに」

というくやしさでいっぱいだった。社会人チームでも、

キーパーで頑張ってきたが、今ではこれが自分の使命だ

と思っている。

　サッカーを続けて良かったことは、多くのサッカーマ

ンとよき先輩に出会えたこと、目的に向かってまい進す

る精神を培えたことだと、有り難く思っている。

　サッカーをする若者への助言をするのなら、「何事も続

けよ、そこに必ず光明が生まれる。その時々の苦しみを

超えてこそ、必要なことが与えられる」と言いたい。

（広報事業委員　西岡時彦）

「92歳、サッカーマンの思い出」
伊賀市川東　奥井三省

平成19年３月、自宅前にて

おく い みつよし
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
今
年
６
月
74
才
に
な
っ
た
。
普
通
の
女

性
の
一
生
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
孫
が
高
校

生
か
大
学
生
、
結
婚
出
産
が
早
け
れ
ば
曾

孫
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
年
齢
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
一
般
と
違
う
人
生
を
自
分
で
選

ん
だ
た
め
に
、
他
人
と
は
二
味
も
三
味
も

違
う
日
々
を
送
っ
て
き
た
。

　
二
十
四
時
間
自
由
だ
け
れ
ど
、
時
に
は

ふ
と
寂
し
く
な
る
高
齢
者
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
で
あ
る
。
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い

と
先
の
こ
と
は
考
え
ず
、
と
に
か
く
毎
日

を
悔
い
な
く
、
思
い
残
す
こ
と
な
く
、
元

気
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と
、
今
は
思
っ
て
い
る
。

戻
ら
な
い
過
去
を
あ
れ
こ
れ
詮
索
し
、
あ

の
時
こ
う
す
れ
ば
こ
う
な
っ
た
と
省
み
て

も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
か
ら
。
明
日
を
夢

み
て
も
、
過
去
と
遊
ん
で
い
て
も
、
ま
あ

あ
と
十
年
が
限
界
だ
ろ
う
。

　
と
い
う
次
第
で
、
こ
れ
か
ら
何
か
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　
ま
ず
、
隣
人
に
誘
わ
れ
て
、
女
性
専
用

の
ジ
ム
へ
通
い
出
し
た
の
だ
。
若
い
頃
か

ら
運
動
ら
し
き
も
の
は
何
ひ
と
つ
せ
ず
、

仕
事
柄
机
の
前
に
べ
た
り
と
座
っ
て
動
か

な
か
っ
た
か
ら
足
腰
が
弱
っ
て
い
る
。
姿

勢
も
悪
い
。
階
段
を
ト
ン
ト
ン
と
昇
れ
る

よ
う
に
、
歩
く
と
き
前
の
め
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
身
軽
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
の
だ
。

　
ジ
ム
は
、
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
30
秒
。

そ
し
て
足
踏
み
30
秒
。
い
ろ
ん
な
所
を
き

た
え
る
マ
シ
ー
ン
が
十
数
台
あ
り
、
そ
れ

を
二
周
す
る
。
負
荷
が
強
く
て
動
か
す
の

が
無
理
な
も
の
は
、
敢
え
て
避
け
、
軽
い

体
操
に
す
る
。

　
女
性
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
何
人
か

い
て
、
き
ち
ん
と
教
え
て
く
れ
る
。
マ
シ
ー

ン
が
終
わ
る
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
一
通
り
す

る
。
こ
れ
で
約
30
分
。
女
性
た
ち
は
、
皆
、

優
子
さ
ん
と
名
前
で
呼
ん
で
く
れ
る
。
明

る
く
キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
て
気
持
ち
が
い
い

人
ば
か
り
だ
。
運
動
ぎ
ら
い
な
わ
た
し
も

つ
い
楽
し
く
な
り
、
タ
ク
シ
ー
で
通
っ
て

い
る
。
毎
日
通
っ
て
も
月
に
一
回
し
か
行

か
な
く
て
も
会
費
は
同
額
だ
か
ら
、
行
か

な
け
れ
ば
損
の
よ
う
な
気
に
な
る
。
第
一
、

楽
し
い
の
が
い
い
。
そ
れ
に
、
ま
だ
二
ヶ

月
余
だ
が
、
姿
勢
が
良
く
な
っ
て
き
て
、

ど
て
っ
と
座
ら
な
く
な
っ
た
。
で
き
る
だ

け
時
間
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
通
っ

て
み
よ
う
と
決
め
て
い
る
。

　
次
に
月
二
回
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
行
っ

て
い
る
。
今
更
何
を
や
っ
て
も
、
シ
ワ
や

シ
ミ
が
消
え
、
娘
時
代
の
餅
肌
に
な
る
わ

け
は
な
い
が
、
触
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
一

時
間
余
が
、
何
と
も
い
え
ず
癒
さ
れ
る
の
だ
。

う
と
う
と
と
し
て
、
終
り
ま
し
た
よ
の
声

で
目
が
覚
め
た
り
す
る
。

　
も
う
一
つ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
た
。
前
の
パ
ソ

コ
ン
は
以
前
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
っ

放
し
の
調
度
品
化
し
て
、
も
う
使
い
も
の

に
な
ら
な
い
の
だ
。
ま
だ
、
キ
ー
ボ
ー
ド

を
早
く
扱
え
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

や
り
出
し
た
ば
か
り
だ
が
、
毎
日
30
分
の

ノ
ル
マ
で
一
日
も
早
く
不
自
由
な
く
打
て

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
こ
の
秋
か
ら
急
に

多
忙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
年
間
構
想
を
練
っ
た
作
品
も
、
そ
ろ

そ
ろ
書
い
て
ゆ
き
た
い
し
・
・
・
。

　
新
し
い
年
は
、
今
ま
で
み
た
い
に
テ
レ

ビ
の
番
を
し
た
り
、
猫
と
遊
ん
だ
り
の
暇

が
な
く
な
り
そ
う
だ
。

　
七
十
の
手
習
い
な
ら
ぬ
七
十
半
ば
の
よ

く
ば
り
人
生
。
生
涯
の
終
り
近
く
な
っ
て

の
節
句
働
き
。
ま
さ
に
怠
け
者
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
わ
た
し
の
師
走
は
多
忙
。

く
よ
く
よ
し
た
り
、
病
気
に
な
る
時
間
は

な
い
。
そ
し
て
、
少
し
だ
け
華
や
い
だ
過

去
を
な
つ
か
し
く
思
う
時
間
も
、
む
ろ
ん

な
い
。
来
年
は
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
・
・
・
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
怠
け
者
の
節
句
ば
た
ら
き
」

北
泉
優
子

三重大学　名誉教授　上野隆二
　私は平成16年の国立大学法人化以来、初代所長の前田先生
と伊賀研究拠点立ち上げに色々関係してきた。現在の研究活動
状態、新設の施設を見ると感無量である。益々の発展に期待し
たい。なお、私は食品関連の産学官連携アドバイザーを担当し
ている。
　現在、健康維持をかねて俳句や吹矢を始めた。俳句は、俳聖
松尾芭蕉の生誕の地であり、折に触れその史跡をたずね、その
奥深さを学んでいる。（今、私は廣瀬直人先生主宰の「白露」
に参加している）。また、俳句される方は認知症が少ないと聞
く？
吹矢は最近TV、新聞などマスコミによく取り上げられている。
高齢者の参加が多い。矢を吹くとき、力はいらず、かつ腹式呼

吸法が非常に体によいことに起
因する。財団法人日本スポーツ
吹矢協会には、最高顧問に日野
原重明先生（聖路加国際病院名
誉院長）がおられる。先生は100
歳で ありながら、まだ現役とし
てご活躍中である。先生曰く、
元気になりたければ腹式呼吸を
しなさいと。この言葉で私はす
ぐに吹矢を始めだした。初めて1年半になるが、それなりの効
果を体感している。退職直前から、高血圧、不整脈、六十肩に
悩まされたが、ごく最近はテニスができるほど元気になった。
吹矢は老若男女が楽にできる。高齢化の時代、伊賀市民の皆さ
ん一度吹矢を体験しませんか?
　最後に本年度名古屋の熱田まつり献納俳句大会で神宮賞をい
ただいた１句
　　　　　　若冲の双鶏のかげ新樹光　　　隆二

息速別命（いこはやわけのみこと）の墓

　街道から種生（たなお）に向かう県道を少し入った所

に、整えられた生垣に囲まれた森が見える。その正面左

手には手水鉢、中央に柵門があり、右手に「垂仁天皇皇

子　息速別命墓　宮内庁」の文字が見られる。直径35ｍ

程の円墳で、伊賀では唯一の宮内庁所管の陵墓、息速別

命の墓である。

　息速別命は十一代垂仁（すいにん）天皇の皇子であり、

領地を賜って宮室を築いた。その後、地名にちなんで阿

保の姓を賜ったという。今も通称「阿保親王」と呼ばれ、

お墓は「親王さん」の愛称で崇拝されている。（※本来

は「阿保親王」とは平城天皇の皇子の事である。）

　尚、墓の真偽については、父親の垂仁天皇陵が前方後

円墳であることから、皇子の墓が形や規模がふさわしく

ないという説や、大村神社の主神であることから、神社

周辺の古墳が息速初瀬別命の墓であるという諸説がある

が、どちらも推測の域を出ない。

　いずれにしても、阿保の地で長く敬愛されてきた「親

王さん」である。これからも、守り続けて行きたいもの

だ。　　　　　　　　　　　（広報事業委員　辻村勝則）

　私は、昭和12年４月旧制上野中学校（現上野高校）に

入学し、２年生の時サッカー部に入部した。以来、一筋

にサッカーを続けてきた。

　上中のサッカー部に入部し、思いもよらず、すぐにキー

パーのレギュラーポジションが与えられた。私は、命じ

られたままにキーパーの練習に入ったが、現実は決して

甘くはなかった。先輩の強烈なシュートに向かって、前

に転び、横に跳び、ボールを追い、掴み、セーブする泥

だらけ状態が毎日続いた。そのおかげで、目には見えな

いけれど少しずつ上達したのだろう。怪我は日常のよう

な厳しい練習があったからこそ、キーパーとして県大会

や東海大会の大舞台に出場した時も、気後れせず相手選

手と向かい合い、数多くの試合で頑張ることができた。

しかし、その都度「技術は未熟だ、もっと練習を重ねな

ければいけない」と、自分を奮起させた。

　常に、キーパーというポジションは孤独だと思った。「自

分一人でゴールを守り抜かねばならない、これも自分の

宿命だ、頑張ろう」と思ったことが、たびたびあった。

試合中、ミスプレーでオウンゴールすることもあり、試

合後は、「あの時ああしておけば、やられずにすんだのに」

というくやしさでいっぱいだった。社会人チームでも、

キーパーで頑張ってきたが、今ではこれが自分の使命だ

と思っている。

　サッカーを続けて良かったことは、多くのサッカーマ

ンとよき先輩に出会えたこと、目的に向かってまい進す

る精神を培えたことだと、有り難く思っている。

　サッカーをする若者への助言をするのなら、「何事も続

けよ、そこに必ず光明が生まれる。その時々の苦しみを

超えてこそ、必要なことが与えられる」と言いたい。

（広報事業委員　西岡時彦）

「92歳、サッカーマンの思い出」
伊賀市川東　奥井三省

平成19年３月、自宅前にて

おく い みつよし
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本とあそぼう
　　おはなし隊 in あやま文化センター
全国をまわる「おはなし隊」が伊賀に登場！こども達が本に親し
むきっかけや、本を通じお子様とふれあう機会づくりにご活用く
ださい。

【日　時】　1月21日（土）15：00～ 16：00
【場　所】　あやま文化センター
【対　象】　２歳から小学校３年生まで
【内　容】　キャラバンカー見学、本の読み聞かせ
【参加料】　無料 (お菓子のおみやげ付）
【定　員】　50名　※定員になり次第締切

【受　付】　12月25日（日）午前10時から
　　　　　☎22－0511番にて受付

─着物布で作る─
手づくり体験 ひな人形ひな人形
可愛いミニチュアひな人形
づくりに挑戦!!
【日　時】　2月19日（日）
　　　　　①９：00～12：00
　　　　　②13：00～16：00
【場　所】　栄楽館
【受講料】　500円（材料費等）
【定　員】　各回30名（小学３年生以下保護者同伴）※定員になり次第締切
【講　師】　三木章子先生
【申　込】　２月４日（土）午前９時から☎22－0511にて受付
■同時開催　50体の人形が並ぶ　ミニチュアひな人形展
　　　　　　期間２/27（月）～3/4（日） 9：00～16：30
　　　　　　入場無料　協力：三木章子、川瀬洋二（切り絵）

第４回
ゆめテクノ伊賀・こども大学

【日　時】　8月11日（木）午前の部 9：30～　午後の部 13：30～
【場　所】　ゆめテクノ伊賀（ゆめが丘一丁目３－３）
【参加料】　無料
【対象者】　小学生　※３年生以下の参加者は必ず保護者同伴
【定　員】　午前の部、午後の部　各３５名　合計70名
【内　容】　・加藤教授による「分光フィルム」を使った万華鏡作り

・田口教授による太陽光の話と太陽電池を使った工作
・白鳳高校エコカー部のソーラーカーの展示

【持ち物】　かなづち・帽子
【申込受付】　７月19日（火）午前９時から「ゆめテクノ伊賀」☎41-1061にて受付

※先着順とし、定員になり次第締切
※受付は平日の９：00～17：00

伊賀市文化会館
　　開館20周年記念
「ＮＨＫのど自慢」
　　　開催決定！
NHK津放送局と伊賀市および㈶伊賀市文化都市協会では、伊賀
市文化会館開館20周年を記念して３月11日（日）に「NHKのど
自慢」を行います。
出場および観覧される方の募集は１月中旬頃を予定しています。
詳細については、NHKの放送や「広報いが市」などでお知らせ
いたしますので、いましばらくお待ちください。
お問い合わせ：NHK津放送局　☎059－229－3012

人形浄瑠璃　文楽ワークショップ

初めての方や、「文楽って難しくないの？」と思って
いる方に、わかりやすく解説と実演で世界に誇る和
のエンターテインメントをお楽しみいただきます。
【日時】　3月3日（土）開場 13：30　開演 14：00
【場所】　伊賀市文化会館
【料金】　一般 1,000円　会員 900円
　　　　高校生以下 500円　会員 450円
　　　　12月17日（土）発売　※250名限定
【内容】　・太夫、三味線、人形のレクチャー
　　　　　人形使い体験など（約60分）

・実演（約20分）「艶容女舞衣」より「酒屋の段」の一場面
【出演】　人形浄瑠璃 文楽座 技芸員

ママとベビーのジョイフルコンサート Vol.4文楽の「い」「ろ」「は」 未就学児同伴で気軽に楽しんでいただけるクラシックやポピュラー音楽を中心と
したコンサートです。マタニティの方もお腹の赤ちゃんと一緒に楽しんでいただ
けます。
【日　　時】　３月４日（日）開場 10：00　開演 10：30
【公演時間】　全75分（第１部30分　途中休憩10分　第２部35分）
【場　　所】　伊賀市文化会館　ホワイエ
【料　　金】　一般（小学生以上）500円　未就学児入場無料（但し、整理券が必要です。）

【定　　員】　140名
【出　　演】　伊賀シンフォニックアカデミー吹奏楽団
【使用楽器】　フルート、オーボエ、クラリネット、サックス、トランペット、ホルン、トロンボーン、
           　　　ユーフォニウム、チューバ、コントラバス、パーカッション、チェレスタ、ピアノなど
【予定演奏曲】　♪おもちゃのチャチャチャ、♪ミッキーマウスマーチ、♪さんぽ　など
【チケット発売日】　２月４日（土）
【そ の 他】　ベビーカー置場、簡易のオムツ替え室、授乳室もございます。

津軽三味線の響
心に響く音色！　力強いリズム！

カーネギーホールをはじめ世界三大ホールでの公演や、五木ひろ
し氏や川中美幸氏の御園座公演などにも出演経験のある加藤流三
絃道 訓峯会による演奏！
このコンサートでは、邦楽体験第１弾「津軽三味線に挑戦！」の
参加者20名が、７回にわたり稽古した成果として、１曲披露しま
す。お楽しみに！
【日　時】　1月14日（土）開場 13：30　開演 14：00
【場　所】　あやま文化センター（伊賀市川合3370－29）
【料　金】　一般 500円（全席自由）
　　　　　会員 450円
　　　　　※未就学児入場不可
【出演者】　加藤流三絃道訓峯会

能の囃子コンサートステージ on STAGE
能楽の囃子は、能を離れてそれだけで演奏しても、十分に鑑賞でき
る高い芸術性を持っています。日本音楽の源流であり、高度に洗練
された能楽の囃子を一つの音楽として、聴く者を魅了する能囃子の
コンサートをお楽しみください。
【日時】　1月21日（土）
　　　　開場 13：30　開演 14：00
【場所】　伊賀市文化会館　舞台上
【料金】　〈前売〉一般500円　会員450円  〈当日〉一般・会員共500円
　　　　※未就学児入場不可
【定員】　200名
【出演】　■長田　驍（喜多流シテ方・重要無形文化財認定者)
　　　　■長田　郷（喜多流シテ方）
　　　　■大野　誠（藤田流笛方）
　　　　■船戸昭弘（幸清流小鼓方）
　　　　■筧　鉱一（大倉流大皷方・重要無形文化財認定者）

桜の時期に、桜のライトアップとキャンプ場の無料開放を行います。
桜を見ながらのバーベキューや、場内の散策の他、新しくなった
遊具もお楽しみください。
【場　所】　岩倉峡公園キャンプ場
【実施日】　4月7日（木）・８日（金）・11日（月）・12日（火）・13日（水）
【時　間】　午前11時から午後9時まで
　　　　　ライトアップ時間　午後6時から午後9時まで
【受　付】　バーベキュードームのテーブルをご利用される場合
　　　　　は、事前に受付を済ませてください。
　　　　　・使用時間 午前11時から午後8時30分まで（1回4時間以内）
　　　　　・貸付用具をご利用の際は、貸付用具代が必要となります。

【お問合せ】　岩倉峡公園キャンプ場　☎24-0146

岩倉峡公園キャンプ場 施設無料開放
桜のライトアップと夜桜バーベキュー！

毎日、午後6時から先着50名に、管理棟にて温かい飲み物を振る舞います！

「漢文学教室」
史跡旧崇廣堂特別講座

歴史情緒あふれる江戸時代の藩校で、歴史史料をもとに「漢文
学」を学んでみませんか。どなたでも気軽に学習いただける講座
ですので、ぜひご参加下さい。
【開催日時】　４回講座
　　　　　　第１回　７月９日（土）　第２回　７月23日（土）
　　　　　　第３回　８月６日（土）　第４回　８月20日（土）
　　　　　　講義時間　13：30～15：00
【場　　所】　史跡旧崇廣堂　講堂
【講　　師】　皇學館大学名誉教授　野村　茂夫氏
【テ ー マ】　「論語」を読む
【参 加 費】　800円（４回分、初回に徴収します。）
【定　　員】　50名
【申込受付】　☎22－0511にて受付

参加者募集

参加無料

全国訪問
ミニチュア

■ふるさと会館いが　　　2月 4 日（土）　 10：00～17：00
■青山ホール　　　　　　2月12日（日）　 10：00～17：00
■あやまさんさんホール　2月26日（日）　 10：00～17：00

【演奏時間】　１枠30分　※おひとり1枠のみ
申込者本人の利用。音楽教室等の指導としての利用は不可。

【参 加 費】　500円
青山ホールに限り、2台のピアノの場合は２人以上１組１時
間で1人1,000円（ただし、８手の場合は１人500円）
１枠に３名以上（ただし２台の場合を除く）の使用は不可

【募集人数】　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　12月25日（日）午前９時から電話受付
　　　　　　※「あやまさんさんホール」は「ふるさと会館いが」で受付
【申 込 先】　●ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館日）
　　　　　　●青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館日）

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～
タッチ・ザ・スタインウェイ参加者募集

茶菓の
おもてなし付

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信第79号 6
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【日　　時】　毎週火曜日・８回講座
　第５期　1月31日(火)～3月27日(火）　※3/20（火）休講
　　　　☆あんよクラス…10：00～10：50
　　　　☆ねんねクラス…11：00～11：50
【場　　所】　ゆめドームうえの  軽運動室
【参 加 費】　4,000円
【対 象 者】　3か月から1歳6か月までの
　　　　　　赤ちゃんと保護者
【定　　員】　各15組
【講　　師】　日本3B体操協会
　　　　　　公認インストラクター
【申込受付】　12月21日（水）午前10時から
　　　　　　☎22-0590にて受付

ママとベビーの3B体操

【日　　時】　毎週木曜日
　第６期 01月26日（木）～2月16日（木）４回講座
　第７期 02月23日（木）～3月22日（木）５回講座
　　　　受付 18：30～／時間 19：00～20：00
【場　　所】　大山田B&G海洋センター
【料　　金】　6期 2,000円　7期 2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　12月24日（土） 午後３時から
　　　　　　☎22-0511にて受付

【日　　時】　毎週月曜日・８回講座
　　　　第５期　2月6日(月)～3月26日(月)
　　　受付 19：30～／時間 20：00～21：00

【場　　所】　阿山B&G海洋センター
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　12月24日（土） 午後１時から
　　　　　　☎22-0511にて受付

音楽に合わせて
楽しくエクササイズ

エアロビクス
ラテン系フィットネス

ZUMBA
全身引き締めに効果的！！

ボクササイズ

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　第７期 1月14日(土)～2月11日(土)
　　　　第８期 2月25日(土)～3月24日(土)
　　　　受付19：00～／時間19：30～20：30
【場　　所】　上野運動公園体育館 ２階
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順とし、定員になり次第締切
【申込受付】　12月24日（土）午前９時から
　　　　　　☎22-0511にて受付
※１回のお電話につき、３名様までとします。 

Let’s YOGA in SC
【日　　時】　毎週金曜日・８回講座
　　　　第５期　2月10日(金)～3月30日(金)

受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター

和室
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　15名 ※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　12月23日（金） 午後1時から
　　　　　　☎22-0511にて受付
※１回のお電話につき、２名様までとします。 

Let’s YOGA in 交研
【日　　時】　毎週月曜日・５回講座
　　　　第５期　2月27日（月)～3月26日（月）

受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター

第４研修室
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　30名 ※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　12月19日（月） 午後1時から
　　　　　　☎22-0511にて受付
※１回のお電話につき、３名様までとします。 

和─空間─YOGA
史跡旧崇廣堂特別講座入交家住宅特別企画

ひっそりとした「和」の空間で
　　　　　　　　　　YOGAパワーを体験!!
【日　時】　１月22日（日）
　　　　　①10：30～　②14：30～
【場　所】　史跡旧崇廣堂　講堂
【受講料】　500円（参観料、保険代込み）
【定　員】　各回35名
　　　　　※先着順とし、定員になり次第締切
【講　師】　福森麻美先生
【申　込】　１月７日(土) 午前９時から
　　　　　☎22－0511にて受付

歴史情緒あふれる武家屋敷入交家住宅を飾る、
「書」をモチーフにしたアート作品を募集します。
「和の空間」をあなたの「書」アート作品が彩ります。
【募集期間】　１月10日～１月31日
【応募方法】　所定の応募用紙にてご応募いただきます。
　　　　　　☎22－0511番までお問合せください。
【展示場所】　入交家住宅　伊賀市相生町2828番地
【展示期間】　３月１０日～３月２５日予定
【作 品 等】　・「書」をテーマにした、オリジナルのアート・
　　　　　　　クラフト作品で、施設内に展示出来るもの。
　　　　　　・展示方法等については、要相談。
　　　　　　・詳細は☎22－0511番までお問合せください。

【日　　時】　毎週土曜日・８回講座
　　　　　　第４期 １月21日（土）～３月17日（土）　※2/11休講

　　　　　　受付 9：30～／時間 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　20名
　　　　　　※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　12月23日（金・祝）午前9時から
　　　　　　☎45－9125にて受付

カラダの芯からリラックス
太極拳教室

心身共に健康で自立できる元気な体力づくりに！

【日　　時】　毎週水曜日・６回講座
　　　　　　第５期 1月11日（水）～2月15日（水）
　　　　　　受付 19：00～
　　　　　　時間 19：30～20：30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　3,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　40名　※先着順とし、定員になり次第締切

【申込受付】　1月9日（月・祝）午前９時から☎22－0511にて受付

～美と健康の総合プロデュース～

YOGA de Night!

書でいろどる武家屋敷
展示作品募集

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511
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・伊賀市文化都市協会　http://www.bunto.com
・ふるさと会館いが　http://www.ict.ne.jp/~furukan/

㈶伊賀市文化都市協会お問い
合わせ

ＴＥＬ.0595－22－0511
ＦＡＸ.0595－22－0512

〠518ー0809　三重県伊賀市西明寺3240番地の2　Ｅメール samazama@bunto.com
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青山ホール　　　　　　伊賀市阿保1411−1　TEL.52−1109

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

12/17㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 参加費 500円 (財)伊賀市文化都市協会

�52-1109（青山ホール）
12/23（金・祝）
13：00〜 ピアノ発表会 無　料 塚下由美子

�68-3466（塚下）
2/5㈰

13：30〜 第22回　青山推薦コンサート 一般1,000円 (財)伊賀市文化都市協会
�22-0511

2/12㈰
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 参加費 500円 (財)伊賀市文化都市協会

�52-1109（青山ホール）

ふるさと会館いが　　伊賀市下柘植6243番地　TEL.45−9125

日 時 催 し 物 場 所 入 場 料 主催･問い合わせ

 12/18㈰
9：30〜 やまなみ文化祭 大ホール 無　料 やまなみ文化協会

�45-3132（亀山）
1/8㈰

12：30〜
今村組地方ＬＩＶＥ

～伊賀今村組天正会～ 大ホール 1,500円 office ＲＥＹ 今村組事務所
�0774-73-9609（服部）

1/11㈬
10：00〜 絵本の時間 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間

�45-9122（西川）
1/21㈯
10：00〜

第９回三重県立あけぼの学園高等学校
成果発表会 大ホール 無　料 三重県立あけぼの学園高等学校

�45-3032（森山）
2/1㈬

10：00〜 絵本の時間 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間
�45-9122（西川）

2/4㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール 参加費

500円
(財)伊賀市文化都市協会
�45-9125（ふるさと会館いが）

2/11㈯
13：30〜

持続可能な人権教育のための調査研究事業
太鼓フェスティバル２０１１ 大ホール 無　料

伊賀地域広域人権教育調査研究協議会
伊賀市人権同和教育研究協議会
�22-9679（児玉・杉野）

2/12㈰
14：00〜

チャリティーライブ
Full・Come・Live Vol.３５ 小ホール 無　料 (財)伊賀市文化都市協会

�22-0511

伊賀市文化会館　　伊賀市西明寺3240番地の2　TEL.24−7015

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

12/17㈯
13：30〜 子ども太鼓フェスティバル in 伊賀

一般1,000円
高校生以下 500円

（当日 各300円増）
㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

12/18㈰
14：00〜 第45回記念定期演奏会 一般1,000円

高校生以下 500円
伊賀シンフォニックアカデミー吹奏楽団
�36-2852(川﨑)

1/8㈰
11：20〜 平成24年成人式 無　料 伊賀市・伊賀市教育委員会

�22-9679(伊賀市教育委員会生涯学習課)
1/14㈯

14：00〜 第7回伊賀市教育市民集会 無　料 伊賀市の教育を考える会
�21-1707(事務局　岡田)

1/15㈰
14：00〜 KUMON伊賀地区合同表彰式 無　料 日本公文教育研究会

�059-225-5518(津事務局　井上)
1/21㈯

14：00〜
ステージ ON STAGE
能の囃子コンサート 一般　500円 ㈶伊賀市文化都市協会

�24-7015（伊賀市文化会館）
1/28㈯

18：00〜
が～まるちょば

サイレントコメディー in 伊賀 一般4,000円 ㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

あやま文化センター　　伊賀市川合3370−29　TEL.43−1125

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

12/23（金・祝）
18：00〜

ワンコインコンサート
情熱のアルゼンチン・タンゴ
タンゴユニット“Sincopa”シンコパ

500円 (財）伊賀市文化都市協会
�22-0511

1/14㈯
14：00〜 津軽三味線の響 500円 (財）伊賀市文化都市協会

�22-0511
1/29㈰

15：00〜
ワンコインコンサート

声明×尺八×ピアノの調べ 500円 (財）伊賀市文化都市協会
�22-0511

　カレンダーもあと一枚を残して今年も終りとなりました。日本中のみんな
が忘れられない３月11日。今も多くの事が解決されていない東北。きっと
寒い日を送られているのでしょう。この世で起こったことは、きっとこの世
で収められるはずですから、希望を捨てずに頑張って、みんなで春を待ちた
いものです。
　「ぶんと通信」も今回で79号。年が明けたら80号！！常に大苦戦の私ですが、
来年も何とかついて行けますよう頑張ります。来年こそは良い年であります
ように。  （広報事業委員　松永啓子）

●編集部だより●●●●●●●●●●●●●●●

ゆめドームうえの　伊賀市ゆめが丘一丁目1番地の3　TEL.22−0590

日 時 催 し 物 場 所 主催･問い合わせ
 12/
17㈯ 9：00〜
18㈰ 9：00〜

伊賀ドリームカップ 第1、第2 伊賀バレーボールスクール
�090-2269-6147（杉森）

1/
5㈭ 9：00〜
6㈮ 9：00〜

伊賀ウインターカップ 第1、第2 伊賀バレーボール協会
�090-2269-6147（杉森）

1/8㈰
9：00〜

フットサル大会
第8回新居招待 第1、第2 新居サッカースポーツ少年団

�080-1555-6457（中川）
1/14㈯
9：00〜 伊賀市小学生バレーボール新人戦大会 第1、第2 伊賀市小学生バレーボール連絡協議会

�21-5748（生中）
1/21㈯
9：00〜

三重県小学生バレーボール新人大会
伊賀支部予選 第1、第2 伊賀ジュニアバレーボール育成会

�21-5748（生中）
1/29㈰
8：30〜 第52回伊賀地区駅伝競走大会 第1、第2 伊賀地区駅伝競走大会実行委員会

�22-9680（伊賀市教育委員会スポーツ振興課）

当協会が管理等を行う施設の年末年始のご利用について案内します。
◆年末年始に休業となる施設
　次の施設は年末年始に休業日がありますのでご注意ください。
　◇12月29日㈭～ 1月3日㈫まで休業日となる施設
　　・伊賀市文化会館　　　　　・ふるさと会館いが
　　・青山ホール　　　　　　　・あやま文化センター
　　・栄楽館　　　　　　　　　・伊賀上野交流研修センター
　　・史跡旧崇廣堂　　　　　　・旧小田小学校本館
　　・上野歴史民俗資料館　　　・入交家住宅
　　・城之越遺跡　　　　　　　・三重県立ゆめドームうえの
　◇12月26日㈪～ 1月4日㈬まで休館日となる施設
　　・伊賀市上野図書館
◆年末年始も利用できる施設
　次の施設は年末年始（12月29日㈭～ 1月3日㈫）もご利用いた
だけますが、12月20日㈫の午後5時までに受付を済ませてくだ
さい。また、年末年始の受付は休業となりますので、平成24年
3月の受付は1月4日㈬からとなります。

　・上野運動公園野球場　　　・上野運動公園スポーツセンター
　・上野運動公園体育館　　　・伊賀上野武道館
　・上野運動公園テニスコート・ゆめが丘テニスコート
　・上野緑ヶ丘テニスコート　・阿山第一運動公園
　・ゆめが丘多目的広場　※次項参照
　・島ヶ原運動公園　　　　　・いがまちスポーツセンター
　・阿山第二運動公園　　　　・青山北部公園運動施設
　・青山グラウンド　　　　　・大山田B&G海洋センター
　・青山テニスコート　　　　・大山田せせらぎ運動公園
　・阿山B&G海洋センター　　
◆次の施設は冬期芝生養生期間を設けています。
　◇施　設　名　　ゆめが丘多目的広場
　◇養 生 期 間　　1月1日㈰～ 4月20日㈮は使用できません。
◆現在、使用中止中の施設
　次の施設は、施設の工事のため使用中止となっています。
　◇施　設　名　　上野運動公園競技場
　◇中 止 期 間　　平成24年2月29日㈬まで

〔特別休園のお知らせ〕城之越遺跡は大溝遺構冬期養生のため、
12月20日㈫〜平成24年3月20日㈫の間、月・火・水曜日を特別
休園、その他開園日は入場無料とさせていただきます。

●施設年末年始等の休業日について●
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